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12月1日以降に測定されたデータを用いて,新 ガイ ドラインのなかで最 も厳 し



















出所:厚 生 省 ホー ムペ ー ジ(htセp:〃www.mhw.繕D.重p/)のデ ー タよ り作 成 。

















そ こでは相対数 は少 ないが,49t未満の小規模 の焼却炉 で も技術 的には現行
で最:も厳 しい規制水準 を達成で きているこ とがわか る。 この ように中小規模で
も排 ガスについて技術水準を クリ.アしている背景 には,旧 ガイ ドラインの存在
が あ る。 なぜ な らば,0,1ng以下 の排 出濃度 を満た してい る施設 を,旧 ガイ
ドラインの適用 をうけた焼却 施設 が稼働 を開始 した1993年度以後 とそれ以前 に
わ ける と,第6図 に示 しているよ うに,施 設規模 に関わ らず圧倒 的に以後 のほ
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うが大 きな割合 を占めてい るか らであ る。 よって,旧 ガイ ドライ ンの技術指針
を受けて建 設された中小規模 の焼却炉で も,排 ガスについて は現行 の最 も厳 し
い規制水準 を技術 的には達成で きると言え る.
だが,こ のよ うな旧ガイ ドラインの成果は,広 域化計画 におげる各 ブロ ック
の区割 りで は考慮 されてお らず,も っぱ ら100t以上の大型炉 を導入す ること
を念頭 において計 画が策定 され てい る。 この理 由は,中 小規模 の焼却炉 につ い
て も上記の ような成 果はあったが,.相対的 に見 て大規模 の焼却炉 のほ うが よ り
多 くの施設で低 い排 出濃度が達成 された こと,さ らには規模 の経済 による経 費
節減の点で大規模 の焼却炉ボ優れ てい るとい う判断か ら,厚 生省や新 ガイ ドラ
インの策定 に関わ った検 討会 が,中 小規模の焼 却炉 を導 入す る ことに消極的で
あ6た ことに求め られる。
以上の ような技術動向における不確実性 に くわえて,技 術 開発主体であ るプ
ラン トメー カー'と技術 導入主体で ある市町村や一部事務組合 とのあいだに,と
くに中小規模の焼却炉にかんする技術情報 の非対称性が存在 していたof能性が
ある。つ ま り,ご み処理責任 を もつ これ らの自治体や組合がそれぞれ独 自に,
中小規模の焼却炉を含めた技術 開発 の現状 を十分 に情報 として持 ってお らず,
よって ダイオキ シン類 の削 減に向 けた独 自の戦 略を打 ち立 て るこ とが 困難で
あった とい うことである。 しか し,こ れ まで の日本 にお ける環境 政策 の歴 史を
振 り返 ると,NOxに か んす る 自動 車排 ガス規制の強化 をめ ぐる7大 都 市調査
団の活動 を例 とし七,技 術開発の可能性や技術導入 をめ ぐって 自治体 が積極 的
に働 きか けた出来事があ ったL%
翻 って一連の ダイオキ シン対 策における自治体の動 きをみ ると,一 般 的には
廃棄物 問題 は地域住民が最 も密接 に関係す る環境問題の1つ とし.て位 置付 け ら
れてはいるが,自 治体側か らダイオキシ ン対策 の技術情報をめ ぐって,7大 都
市調査 団のよ うな働 きか けを行 った形跡 はないようであ る。 この理由 としては,
自治体.単独で対策が可能であ った ところ と広域 レベ ルでの対 応を求め られた 自
10)7大都市魂査団が結成された背景とその活動内容については,茶出[1981ユ第4章を参照。
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治体 との間に,ご み処理の広域化 をめ ぐる問題関心 に温度差が生 じていた こと
もあるが,そ れ に加 えて,焼 却炉 の導入主体であ る自治体側の技術 開発およ.ぴ
情報収集体制の脆弱 さ もあ.つたので はないか11:1。
大規模 な焼却施設 は,大 量の廃棄物 を能率的に集め ることがで きる都市部 に
おいて最 も効率的 に導入で きる。 しか しなが らこのよ うな技術 を,ご み の排出
量が少 ない 自治体 に尊 人す ることで規模の経 済を活か そ うとして も,収 集運搬
距離 の延長や稼働率の低 さによって経済的費用が増加 した り,ま た は自治体 間
で政策 内容 をめ ぐる意見の不一致が生 じて取 引費用が大 き くなれば結果的に非
効率 な もの となる。さ らに費用効 率化 につ いては,大 型化 による規模 の経 済を
通 じて実現す るだ けでな く,費 用対効果 の議論 は必要ではあ るが,直 接規制 の
もとで進 む技術革新に よって起 こる動学 的効率性 を通 じて,中 小規模 の焼却炉
で もその実現は可能である功。
また大半の広域化計 画は,技 術開発の進展 によ って計画 を変更す るロ∫能性が
あ ることを明記 しているが,.画一的かつ トップダウンで策定 した計画 を,各 地
域の詳細な状 況把握 に基づいて修正す ることは多 くの時間 を費や して しまい,
それでは政策変更 の柔軟性 に欠 けて しま う。 したが って広域化が必要で あれば,
む しろこのよ うな計画枠 を設けず に,技 術開発 を進めつ つ技術情報 を整備 しそ
れらを共有化す るなかで,各 市 町村が 自発的 に他 の 自治体 との連携 を行い なが
ら広域化 を図 ってい くほ うが,柔 軟性 を持 ちつ つ効率 的な政策 を実現で きる余






























＼行 うことを渋 る可能性 もあ ると考 えられる。
14>脚注8〕で言及 し.た10翫未満への焼却施設にた いす る補助.金交付 は,あ くまで も広域化計 画で
策定されたブロ ック単位で処理 をお こな うものを対 象と している。 したが って広域化計 画が廃止
されたわけではな く,ま た ブロックの大半 はloot以上で範 囲が設定 され てお り,こ のために大
型炉 を中心 と した技術指定型補助金である とい う性 質にほ とんど変化は ない。
15)巾西[7992】は排水規制を例に とり,望 ま しい環境 の水準 を設定 しそれ を保て るよ うに排水基
準 を決め る 「環境に基礎 をお く基準(Ambient-basedStandard)」を とる方法 と,そ の時点 にお
い て技 術 的 に可 能 な 水 準 を排 水 基 準 とす る 「技 術 に 基礎 を お く基 準(Tec㎞ology-based
Standard)」を とる方法の2つ を紹介 し,日本で は前者 がまた アメ リカや ドイツで は後者がそれ
ぞれ採用 されて きた ことを言及 している.こ のように技術 に基礎をお く規制政策 の導入 の背景 と
して,NnhmandRussell119851は規制政策の なかで汚染者 をモニタリ ングす るために必要 な技






























1の 歳出 と歳人が予算項 目別 に対応 していない政府予算制度.と租税構造 の複雑化が もた らす財政錯
覚 による政府支出の膨張 につい ては,BuchananandWagner[1977]を参照。
























注:1997年度 は.見通 し額,1998年度 は計 画額 で あ る。











第3の 問題点 は,ダ イオキシ ン対 策 とリサイ クル政策 との兼ね合いが不透明
な ことである。新 ガイ ドライ ンや広域化.計画で は,ダ イオキ シン対 策の1つ と
して リサ イクルの広域化 を提唱 している。 これ までの大量に焼却 していた状態
を,減 量化や リサ イクル.によ って転換 させ ることは ダイオキ.シン対策 と して重
要ではあ るが,リ サイクルの広域化 については ダイオキシ ン対策か らは切 り離
して議論すべ きで ある。なぜな らば,前 節 で紹介 した広域化計画に よって リサ
イクルが進展す る3つ の理由がいず れ も決定 的なことではないか らである。
これ らの現出を検討する と,ま ず広域化 によって資源 ごみ回収が進展す ると
い うことは,現 行 の各 自治体や組合 にお ける取 り組みを強化すれば同等の効果
が得 られる ことは明らかで あ り,こ れは処理単位 の問題 とい うよ りも,自 治体
＼る公共事業の拡大によ って困難 な状況 に直面 してい る。 このよ うな現状 と地方分権 にお ける権限






組 r.1 名 構成市町村 目.「 ・取 尚 最 低
一
A 2 6 4
....
8 2 6
c 7 14 2
D 8 9 3
E 7 7 4
F 9 6 4
G 3 10 8
H 6 12 4


















第3表 広域化計画を実施する上での課題 佳 位回答分のみ)
課 題 内 容 回 答 ブqツ ク数
施設設備の調整/運営形態の検討一... 13






注:広 域処理 をお こな うブロック(計25)のみを集計 したものであ り,複数 回答があ るた
め広域 ブロック数 と回答ブロ ック数 は一致 しない。














































他方では既述 したよ うに,減 量化や リサ イクル政策においては地域 特性 を活
かせ るがゆえに,自 治体 問での取 り組みの温 度差 を介 した広域 リサ イクルの限
界が現状 では存在 してい る。 リサ イクル施設 の整備 について は焼 却炉 と同 じく
規模 の経 済を活かせ るであ ろうが,リ サイ クルほこれ らの施 設整備 だけで な く,
住民 をは じめと した関係主体 間での問題意識 の共有 と行 動 に移す ための ノウハ
ウの構築,さ らにはそれ らを発展 させ るため の意思 疎通 があ っては じめて成果




























れ らのことを,減量化や リサイクルを含めた今日における政策課題 とそこにお
ける住民 自治 との関係のなかで再考することが,自 区内処理原則の現代的意義
なのではないだろうか2。㌔
組合による広域処理は,空 間的な範囲から規定した自区内処理原則からは逸
脱す る。だが,住 民参加に基づいた意思決定システムを伴いながら,部 事務
組合,構成市町村,そ して住民による連携 とそれぞれがもつ問題意識を吸収す
る場が形成されれば,自 区内処理原則の現代的意義は汲み取ることができるか



















な行政単位としつつ必要に応 じて広域化をはかってい く,言わばボ トムアップ












だが,策 定された広域化計画や筆者が行 ったアンケー ト調査に対する回答内
容では,広域化計画の進捗状況の把握 とその管理,市 町村問の政策調整,国 へ
の財源確保の働 きかけ,お よび技術援助を都道府県の役割 として挙げていると.
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